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あじけん通信 鬼はそとー！ 
福はうちー！！ 
 
春には教室が実

習生の笑顔でいっ
ぱいになっていま
すように！ 

 2 月に入りました。昨年の 1 月 21 日にレジデンストラックでの実習生の入国が止まってから 1 年が過ぎました。

その後、講習中だった実習生の最後の授業となったのが 2 月 23 日（火）だったので、当校で日本語講習が途絶えて

から間もなく丸 1 年経つことになります。毎年恒例となっていたテト・春節（ベトナム・中国での旧正月）を祝う餅

つき大会も 2 年連続で中止となりました。2 月 3 日（木）の節分の日の教室も、豆まきで大はしゃぎする実習生の姿

はありませんでした。 

まだまだ、先行きは不透明ではありますが、桜の花が咲く頃には、教室が実習生の皆さんの笑顔で溢れていること

を願って止みません。 

あじけんスコープ vol.105     ～実習生が見る景色 Vol.2～ 

今月は、フィリピン人実習生 BUSTAN RICHARD 

TAMBOY （リチャード）さんにリモートでインタビ

ューをしました。リチャードさんは、今月技能実習生

3 号として、日本に再入国し、現在当校研修センター

実習生寮で待機期間を過ごしています。 

今月お届けするのは、栃木校 402 教室から見える

「きぼう富士」です。当校のある栃木県小山市は、

関東平野の北辺に位置する為、南西の方角に富士山

を望むことができます。残念ながら、はっきり富士

山が見えるのは、空気が澄みきっている 12 月～2 月

中旬までの限られた期間。この時期に来日してくる

実習生だけが眺めることが出来る景色です。朝早く

登校してきた実習生が富士山を発見？して、その後

来る実習生に富士山が見える方角を教えてあげるの

ですが、その時には既に見えなくなっていることも

しばしば。限られた時期の限られた時間帯だけに現

れる、恥ずかしがり屋の「きぼう富士」です。 

Q１:一時帰国はどうでしたか？ 

妻や娘と会って、とてもうれしかったです。娘は 6 月で 11 歳に

なりました。おみやげは、イオンとダイソーで、チョコレートをた

くさん買っていきました。 

Q2:今の生活はどうですか？  

日本に帰ってきて、毎日部屋の中で一人ですから、とても暇です。

インターネットで映画を観たり、日本語を勉強したりします。日本

のお好み焼きと牛丼はとても美味しいです。早く食べたいです。 

Q3:実習生活はどうですか？ 

実習は厳しいですが、大丈夫です。会社の人は、よく褒めてくれ

て、とてもやさしいです。これからも、日本で頑張りたいです。 
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今月のあじけん流日本語授業は、技能実習生ではありませんが、地域の企業で就労している外国人の方へ行 

った授業をご紹介いたします。この授業は、就労キャリアアップ講座の一環として行われました。 

人材派遣企業から食品工場で就労しているカンボジアの派遣社員 20 名へのキャリアアップ講座を行ってほ

しいと依頼があり、初めての試みでしたが、当校のノウハウを活かせそうだと依頼を受けることにしました。

講座の内容は、日本語教育というより企業研修の要素が強かったため、海外での製造拠点のマネージメント経

験があり、国内での食品工場にも携わったことのある講師が今回の講座を担当しました。依頼企業側からのご

要望は、ものづくりの基本や、職場での日本人とのコミュニケーションの取り方などを研修してほしいとのこ

とでした。ですので、今回の講座は、「製造業において大切なこと」「仕事を円滑に進めるための日本語コミュ

ニケーション」というテーマを中心に授業を進めました。 

「製造業において大切なこと」は、５Ｓ（整理・整頓・清掃・清潔・躾）や、食品工場ではそれに２Ｓ（消毒・

殺菌）がプラスされること、危険予知の必要性、またなぜそれらが大切なのかみんなで理解を深めました。「仕

事を円滑に進めるための日本語コミュニケーション」においては、わからなかったらわかるまで聞き返すこと、

またその聞き方、注意事項や漢字の読み取り方などを講義しました。 

受講した皆さんは、日本語力、日本滞在歴もバラバラの方々でしたが、「とてもわかりやすくて、おもしろか

ったです。」「また講義を受けたいです。」など、講義によって、より仕事への理解が深まったという旨の感想を

いただきました。依頼企業の方からも「引き込まれました。時間を忘れて聞き入ってしまいました。わかりや

すくて、非常にありがたかったです。」とお礼の言葉をいただきました。 

当校が普段から行っている、「相手に伝わる授業」「相手に合った授業（ニーズ、レベル）」にこだわったノウ

ハウがいかされた講座だったと思います。技能実習生はもちろんのこと、地域で働く外国人の皆さんにもお役

に立てることがあるなと実感しました。今後も当校の培ってきたノウハウを生かして、地域貢献、地域の外国

人支援も行えたらと思っております。                            （栗又） 

※ 当校ホームページ http://www.ajiken.jp/ から「あじけん通信」バックナンバーもご覧になれます 

 

～ 外国人就労者へのキャリアアップ講座 ～ 

パワーポイントを使って見てもわかりやすい授業を行いました 受講生の服装をチェックしながらわかりやすく説明しました 

http://www.ajiken.jp/

